
はだの議会だより 平成 28 年（2016 年）５月15 日（日）  第 220 号〘6〙

が
試
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
存
在

感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
。
活
性
化
に
取
り
組
む
過
程
に
お

い
て
は
、
特
区
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　
お
お
ね
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い

て問　
平
成
28
年
度
か
ら
お
お
ね
公
園
の

再
整
備
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ
が
、

現
状
と
再
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
問
題
の
あ
っ
た
プ
ー
ル
棟
に
つ
い

て
は
、
再
整
備
の
計
画
案
を
作
成
し
た
。

ま
た
、
多
目
的
広
場
に
つ
い
て
は
、
人

工
芝
化
を
計
画
し
て
お
り
、
29
年
度
か

ら
改
修
工
事
に
取
り
掛
か
る
予
定
で
あ

る
。

要
望　
お
お
ね
公
園
再
整
備
に
向
け
、

新
た
な
駐
車
場
を
確
保
し
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
利
用
拡
大
に
向
け
、
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
の
導
入
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

道
整
備
事
業
を
検
討
し
て
お
り
、
踏
切

に
お
い
て
も
連
続
し
た
歩
行
者
空
間
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
踏
切

拡
幅
を
合
わ
せ
て
行
い
た
い
。

二　
土
砂
災
害
に
つ
い
て

問　
平
成
27
年
の
京
都
大
学
防
災
研
究

所
の
震
生
湖
周
辺
の
調
査
で
は
、
関
東

大
震
災
級
の
地
震
で
地
滑
り
が
群
発
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
点
検
が
必
要
で
あ

　
自
民
・
新
政　
　
　
今
井　
　
実

一　
４
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
と
ら
し

さ
（
目
指
す
姿
）
に
つ
い
て

問　
ま
ち
全
体
の
活
性
化
の
核
・
拠
点

で
あ
る
４
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
検
証

と
現
状
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

今
後
も
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
ら
し
さ
に
と
っ
て
大
事
な
街
並
み
、

景
観
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
長
い
年
月
を
か
け
て
ま
ち
を
形
成

し
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
地
域
に
合

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
活
性
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
今
、
我
々
は
本
気
度
が
、
覚
悟

　
民　
政　
会　
　
　
古
木　
勝
久

一　
踏
切
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
今
川
町
の
市
道
24
号
線
か
ら
南
公

民
館
に
向
か
う
秦
野
４
号
踏
切
に
つ
い

て
は
、
市
民
か
ら
「
通
学
路
な
ど
と
し

て
は
危
険
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
４
号
踏
切
が
あ
る
市
道
71
号

線
は
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
歩

る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
が
、
今
後
の

対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
層
の
調
査
や
点
検
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
。
神
奈
川
県
温
泉
地
学
研
究

所
や
神
奈
川
県
平
塚
土
木
事
務
所
に
調

査
結
果
を
伝
え
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

必
要
か
と
い
っ
た
協
議
か
ら
始
め
た
い
。

三　
施
設
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

問　
施
設
使
用
料
の
見
直
し
の
説
明
会

を
１
月
16
日
か
ら
３
月
26
日
に
か
け
て

開
催
し
て
い
る
が
、
説
明
会
の
開
催
に

つ
い
て
Ｐ
Ｒ
不
足
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
広
報
は
だ
の
や
公
共
施
設
の
窓
口

で
の
チ
ラ
シ
配
布
を
各
施
設
に
依
頼
し
、

Ｐ
Ｒ
を
図
っ
た
。

要
望　
説
明
会
は
方
針
を
一
方
的
に
説

明
す
る
や
り
方
で
、
歩
み
寄
り
も
な
く
、

平
行
線
で
あ
る
。
値
上
げ
方
針
を
撤
回

し
て
、
市
民
が
理
解
で
き
る
値
上
げ
理

由
の
合
理
的
根
拠
を
示
し
て
ほ
し
い
。

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記ついて

化
に
よ
り
自
治
会
名
義
で
、
自
治
会
館

の
登
記
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
組
織
の

安
定
化
・
強
化
が
図
れ
る
。

問　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
お
け
る

自
治
会
の
役
割
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
児
童
館
や
老
人
い
こ
い
の
家
の
地

域
へ
の
移
譲
を
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
て

お
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
地

域
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
施
設
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
自
治
会
に
は
、
従

来
の
機
能
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で

き
る
よ
う
協
力
し
て
い
た
だ
く
。

要
望　
自
治
会
活
動
へ
の
支
援
は
、
地

域
や
自
治
会
に
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ

う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で
あ
る

新
国
立
競
技
場
に
、
国
産
木
材
が
使
用

さ
れ
る
が
、
秦
野
産
木
材
を
使
用
し
て

も
ら
え
る
体
制
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
に
対
し
積
極
的
に
要
望
す
る
と

と
も
に
、
出
荷
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

要
望　
関
連
施
設
で
秦
野
産
木
材
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

三　
幼
・
小
一
貫
教
育
に
よ
る
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
県
内
初
と
な
る
上
小
学
校
と
上
幼

稚
園
の
施
設
統
合
の
効
果
と
、
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
一
つ
屋
根
の
下
で
、
年
間
を
通
じ

た
一
体
的
な
取
り
組
み
が
可
能
に
な
る
。

幅
広
い
異
年
齢
の
学
び
の
場
と
な
る
よ

う
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に

生
か
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

要
望　
園
児
と
児
童
が
兄
弟
の
よ
う
な

思
い
や
り
を
持
ち
、
よ
り
深
く
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

１
０
６
件
、
不
登
校
１
６
７
件
、
子
ど

も
の
命
を
守
る
対
策
は
、
②
プ
ロ
野
球

の
ス
タ
ー
選
手
、
葉
山
町
議
会
議
員
、

岐
阜
県
の
高
校
生
、
平
塚
市
で
は
中
学

生
が
、
覚
せ
い
剤
の
使
用
で
逮
捕
。
薬

物
乱
用
防
止
へ
の
決
意
は
、
ど
う
か
。

答　
①
川
崎
市
の
中
１
事
件
を
教
訓
と

し
、
学
校
・
警
察
の
連
携
に
よ
り
、
早

期
発
見
・
対
応
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
。
②
京
都
府
で
起
こ
っ
た
小
学
６

年
生
の
大
麻
吸
引
事
件
か
ら
続
い
た
事

件
に
危
機
意
識
を
高
め
、
教
員
の
新
規

採
用
研
修
に
薬
物
乱
用
防
止
を
取
り
入

れ
、
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
。

三　
明
る
い
長
寿
社
会
に
つ
い
て

　
自
民
・
新
政　
　
　
髙
橋　
照
雄

一　
地
域
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
性
化
に
つ
い
て

問　
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
は
自

治
会
加
入
率
低
下
な
ど
の
課
題
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
自
治
会
館
な
ど
へ
の

支
援
、
自
治
会
組
織
の
設
立
・
法
人
化

の
促
進
と
あ
る
が
、
市
内
に
あ
る
自
治

会
と
自
治
会
館
を
所
有
す
る
自
治
会
、

法
人
化
し
た
自
治
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
数

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
自
治
会
数
は
２
４
２
で
、
自
治
会

館
を
所
有
す
る
自
治
会
数
は
１
６
５
、

法
人
化
し
た
自
治
会
数
は
72
で
あ
る
。

問　
自
治
会
館
建
設
等
補
助
金
交
付
要

綱
で
は
、
自
治
会
館
の
新
築
、
増
改
築
、

修
繕
、
用
地
取
得
・
借
用
の
経
費
を
対

象
と
し
て
補
助
し
て
い
る
。
自
治
会
へ

の
期
待
と
法
人
化
の
目
的
は
何
か
。

答　
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
展
開
や
誰
で
も
参
加
で
き

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
人

　
創
秦
ク
ラ
ブ　
　
　
谷　
　
和
雄

一　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
安
定
的
な
運
行

に
つ
い
て

問　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
安
定
的
な
運
行

に
は
、
地
域
住
民
と
協
働
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
利
用
者
の
少
な
い
運
行
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
見
直
し
な
ど
、
関
係
機
関
と
協

議
し
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
西
・
上
地
区
の
細
や
か
な
路
線

確
保
に
努
め
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
公

共
交
通
を
目
指
し
努
力
し
て
ほ
し
い
。

二　
秦
野
産
材
を
生
か
し
た
シ
テ
ィ
プ

　
民　
政　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
選
択
す
る
未
来
に
つ
い
て

問　
①
秦
野
赤
十
字
病
院
に
現
在
ま
で
、

34
億
１
１
９
８
万
円
の
補
助
金
を
投
入

し
て
い
る
が
、
分
娩
再
開
の
目
途
は
、

②
平
成
29
年
に
開
院
す
る
八
木
病
院
の

産
婦
人
科
医
師
の
公
表
は
、
ど
う
か
。

答　
①
日
本
赤
十
字
社
県
支
部
、
秦
野

赤
十
字
病
院
、
県
や
市
の
４
者
で
解
決

に
向
け
、
糸
口
を
見
い
だ
す
。
②
４
人

の
常
勤
医
師
の
名
簿
の
提
出
を
受
け
て

い
る
の
で
、
開
院
前
に
公
表
し
た
い
。

二　
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育

成
に
つ
い
て

問　
①
市
内
小
・
中
学
校
で
の
い
じ
め

地
域
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

自
治
会
活
動
に
公
平
な
支
援
を

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
持
続
可
能
で

安
定
的
な
運
行
に
努
め
よ

施
設
使
用
料
の
値
上
げ
を
考
え
る
前
に

や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る

ま
ち
全
体
の
賑
わ
い
を
左
右
す
る

４
駅
周
辺
整
備
に
結
果
を
出
せ

薬
物
汚
染
か
ら

若
者
の
い
の
ち
を
守
ろ
う 新築された自治会館

（写真は石打場自治会館）

一
般
質
問
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
、

　

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載

（

）

問　
①
本
市
の
振
り
込
め
詐
欺
認
知
件

数
は
13
件
・
被
害
額
３
７
０
０
万
円
、

注
意
喚
起
は
、
②
元
気
な
高
齢
者
の
パ

ワ
ー
を
生
か
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

答　
①
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
情
報
メ

ー
ル
な
ど
で
、
広
く
注
意
を
呼
び
か
け

る
。
②
子
ど
も
や
一
人
暮
ら
し
の
人
の

見
守
り
な
ど
活
躍
の
場
を
拡
大
し
た
い
。

議 会 の 動 向
○２月
	 ８日（月）	・代表者会議
	 16日（火）	・代表者会議
		 ・議員連絡会
	 23日（火）	・代表者会議
		 ・議会運営委員会
	 25日（木）	・市議会第１回定例会開会	【傍聴者３人】
	 29日（月）	・本会議（代表質問）	 【傍聴者20人】
○３月
	 １日（火）	・本会議（代表質問）	 【傍聴者33人】
		 ・議会運営委員会
	 ２日（水）	・本会議（議案審議）	 【傍聴者１人】
		 ・予算特別委員会
	 ３日（木）	・本会議（一般質問）	 【傍聴者25人】
	 ４日（金）	・本会議（一般質問）	 【傍聴者34人】
		 ・代表者会議
	 ７日（月）	・予算特別委員会（総務分科会）
	 ８日（火）	・予算特別委員会（文教福祉分科会）【傍聴者２人】
	 ９日（水）	・予算特別委員会（環境都市分科会）
	 10日（木）	・総務常任委員会	 【傍聴者３人】
	 11日（金）	・文教福祉常任委員会	 【傍聴者６人】
	 14日（月）	・代表者会議
	 15日（火）	・環境都市常任委員会	 【傍聴者３人】
	 16日（水）	・代表者会議
	 24日（木）	・議会運営委員会
		 ・予算特別委員会	 【傍聴者４人】
		 ・市議会第１回定例会閉会	【傍聴者４人】
		 ・議会全員協議会
		 ・議会運営委員会
		 ・議会報編集委員会
	 25日（金）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回定例会
○４月
	 15日（金）	・代表者会議
		 ・議員連絡会
○５月
	 ６日（金）	・代表者会議
		 ・議会報編集委員会
		 ・議会運営委員会

再整備が始まるおおね公園

今川町の秦野４号踏切

上地区乗合自動車
「行け行けぼくらのかみちゃん号」

振り込め詐欺防止
キャンペーンの様子


